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【構成を変更する目的】 
・構成をシンプルにすることで市民にも分かりやすい計画とし、各職員にも日々従事している事務事業が、総合計画に基づくものであることの意識付けを強化できるようにする。 
・これまでの事務事業よりも上位のレベルでの検証を行えるようにし、総合計画の進捗状況を検証できるようにする。 
 
 
第一次総合計画における施策体系の構成        第二次総合計画における施策体系の構成（案） 
 
 
    将来都市像→基本目標（５）           将来都市像→基本目標（６分野） 
      「○○なまちづくり」          「子育て・福祉・医療・健康」など分野ごとに設定 
 
      政策（１６）→施策（５９）          施策（４０）→基本事業（１９３） 

→基本事業（１９３） ＋ 主な取組           （→主要事業（４３０）） 
 
 
       実施計画（４３０）→事務事業（９２０）       主要事業（４３０）→事務事業（９２０） 
       （平成２７年度の計画・事業数）         （平成２７年度の計画・事業数） 
 
 
 
【基本構想】 

第一次では、本市のまちづくりにおける課題を基に「暮らしの      第二次では、体系の構成を分かりやすくするため、基本目標を 
安心・安全を守るまちづくり」など理念的な五つの基本目標を設     構成する分野を「子育て・福祉・医療・健康」、「都市基盤整備」 
定している。           「産業振興」などに整理し、六つに分類する。 

 
【基本計画】 

第一次では、政策、施策、基本事業で構成され、更に主な取組      第二次では、事務事業との関係を分かりやすくするため、施策、 
という記載も行われている。         基本事業、主要事業の３階層に整理する。 
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